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試験研究情報 ◆平成２１年度林業試験研究課題の概要

森林センターが今年度実施する林業試験研究課題の概要は次のとおりです。

区
分

研究課題名 概 要 担
当

国
補

(造林)
高性能林業機械を活用
した低コスト作業シス
テムの確立

(H20～H21)

間伐促進のために、平成18年度に本県で初めて高性能林業機
械が導入された。今後、伐採現場における機械の稼働状況を調
査し、本県の地形条件等にマッチした機械の組み合わせや現場
作業の効率化、低コスト化を検討のうえ、高性能林業機械を活
用した低コスト作業システムをまとめる。

吉
川

(造林)新規
列状間伐等の伐採跡地
における植生の推移に
関する調査

(H21～H22)

近年、高性能林業機械を活用した列状間伐の普及が進められ
ている。しかし、列状間伐は相当程度の伐採幅があることから、
その普及を図るためにその後の植生回復状況を把握し、今後の
森林・林業施策の基礎資料として活用する。

西
村

受
託

(機能保全)
森林吸収源計測事業

(H15～H22)

森林の炭素吸収量算出に必要となる森林関連データについて、
国際的に認知されうるレベルでの効率的かつ確実性の高い収集
方法を開発し、これに沿って森林の炭素吸収量を計測する。

小
島

(機能保全)新規
里山再生に向けた特用
林産物生産技術の検討

(H21～H23)

県内の里山の多くを占めるマツ林やナラ林では、松くい虫や
ナラ枯れによる森林の荒廃が進み、森林の多面的機能の低下が
危惧されている。このため、各種整備が進められているが、残
されたマツ林やナラ林そのものの健全化を図る必要があり、こ
れまで獲得してきた特用林産物の生産技術をより進め活用する
方法を検討することにより里山の再生を図る。

太
田

単
県

(育種)
ウツクシマツ遺伝子保
存に関する研究

(H18～H23)

湖南市に自生する天然記念物のウツクシマツが、松くい虫被
害により減少してきているため、遺伝形態の解明に取組んでき
たが、12年度で見通しがついたことから、引き続いて松くい虫
抵抗性ウツクシマツを作出する。

太
田

新
税
対
応

(機能保全)
琵琶湖の水源を守る森
林づくりの検討

(H21～H24)

琵琶湖流域の森林が、琵琶湖に対しどのような水源かん養機
能を有しているか科学的根拠に基づき、定量的に明らかにして
きた。その中で、新たに懸案となった「地質（花崗岩、古生
層）に対応した人工林整備手法の検討」および「琵琶湖流域森
林の栄養塩供給に対する定量的評価」を行うことにより、いろ
いろな森林施業を想定したより精密なシュミレーションを実施
し、琵琶湖の水環境の面から森林施業を科学的に評価する。

小
島

(造林)
環境林植生経年調査

(H18～H21)

人工林を強度間伐により針広混交林へ誘導するために行われ
る環境林整備は、本県では新しい取り組みである。このため、
強度間伐実施後の育林木や侵入植生などの生態系の動態調査を
実施し、望ましい環境林整備を提言する。

吉
川



普及情報 ◆森林環境学習「やまのこ」事業について聞き
ました（２）～最前線のやまのこ施設から～

知っているようで知らない「やまのこ」事業について、よりよく知ってもらおうと、前号か
ら３回シリーズでお届けしています。今回は、その第二回目。「やまのこ」事業を実施し
ている施設で、実際に子どもたちと接している専任指導員の方々の、現場での想い、生
の声を紹介したいと思います。

そこで、専任指導員の皆さんが普段どんなことを考え、どんな想いをお持ちなのか、
現状と展望についてお伺いしました。本来ならお一人ずつインタビューしたいところでし
たが、各施設合わせると、２０人近くになりますので、設問二つのアンケートの形式を取
りました。一つの設問に対して、一文（箇条書き）で複数の反応・意見をいただき、似た
もの同士を分類してキーワードで括り（グループ化）、近いものは近いところに置いて地
図化しました。（グループ化・地図化については、担当で進めました。ご了承ください。）

「設問１：子どもたちと接して、うれしかったこと、残念だったこと、彼らから学んだことは、～」

設問１からは、専任指導員さんが現在感じていること、思っていることを読み取ること
ができます。また、設問２では将来的にはこうしたいという展望をお聞きしています。や
まのこ施設は、実は「やまのこ」事業だけ、小学校４年生だけを対象にしているわけで
はありません。あくまで、小学校４年生の「やまのこ」はその「入口」にすぎないのです。
人と森とがよりよい関係性を続けていくためにどのように考え行動したらいいかを考え
るきっかけを県民に提供する場所がやまのこ施設であり、そのお手伝いをしてくれるの
が専任指導員さんなのです。その彼らの展望に共感できる方、協力いただける方は、
ゼヒ一度お近くのやまのこ施設を訪れてみてください。（西村）

※付随する文章については線で結び、具体例が記されていたものについては括弧書きにしています。

 子ども たちが 「これ

何、あれ何」と見つけ

た物を伝えてくれる

時。森を見る感覚が

開いているんだなと

わかるので。 

健康な森を育てるた

めに木を切ることも

大切だとわかって帰

ってくれたこと。 

振り返りや感想文か

ら、「森に行って良か

った」ということが伝

わってくる時。 

子どもがケガしたこ

と。（不注意だった） 

子どもたちが後日、

施設を訪れてくれた

こと。 

自然に中から不思

議なことを見つけた

時の、子どもたちの

驚 きの 表 情が 見ら

れること。 

（生まれてはじめて）

「おっちゃん」と呼ば

れたこと。 

子どもたちが滋賀県

初記録のアリを発見

したこと。 

素朴な疑問を持つこ

との大切さを改めて

知らされた。 

子どもたちの感性の

鋭さ。 

「○○みたい」と例え

ると、楽しんで探して

くれること。 

子ども同士の言い争

いなどが起こったと

き。 

たくさんの発見をして

くれること。 

「 な ん で ？ 」 「 こ れ

何？」と聞かれること

で自分にも新たな発

見がある。 

子どもたちが、植物

や生きものなどを発

見・観察し、喜ぶ反

応。 

子どもたちは、授業

ではなく、世の中に

頻 繁 に 出 ま わ る 言

葉 を 感 じ 取 っ て い

る。 

子どもたちは固定観

念に捉われない。 

はじめて森に来る子

どもが多いこと。 

また、森に来たいと

感じてくれたこと。 

子どもたちのもつ森

のイメージが体験を

通して変わったこと。 

子どもたちは柔軟な

発想と想像力を持っ

て観察する。 

子どもたちのその

場その時の反応 

あなどれない、 
子どもたち 

子どもたちの表現 

ねらいの達成 

やまのこの後の

行動 

どうしてますか？ 

今ドキの 
子ども事情 

山や木のことを好き

になってくれたこと。 

材料さえあれば見守

っているだけで子ど

もたちだけで創造し

ていく。 

「朝の空気が気持ち

よかった。」 
 

アリの話をすると、子

どもにも大人にも面

白がられること。 

（森 の 役 割 は ？の

問いに、「二酸化炭

素を吸収する。温暖

化防止。」と答える） 
 

（森は、怖い→楽し

い。木を切るのは良

くない→手入れは良

いこと。） 
 

少しでも自然の姿を

心で感じ取ってくれ

たこと。 

対照的 

行動化 

時 間の経 過を 忘 れ

て一 生 懸命 製 作に

夢中になっている姿

を見たとき 

友達へ心くばりをす

る様子 

楽しかった、また来

るよと聞いた時 

子どもたちが体験し

たことの感動を体い

っぱい現している姿

を見た時 

子どもたちが「作品

を家の人に見せるこ

とが楽しみ」と聞いた

こと。 

急な大雨に降られて

思っていたプログラ

ムができなかったこ

と。 

素直に感動できる素

晴らしさ 

子どもたちの純粋無

垢な笑顔が見られる

こと。 

時間的に追われ、途

中で学習を追える時 
 

子どもの自然に対す

る目線や発想の 豊

かさを、自分も持ち

続けるようにしたい。 
独特の 視 点から 自

然を見る子どもがい

て、逆におもしろさに

気づかされたこと。 

あまりにも素直に感

じたり学んだりしてく

れること。 

どうしても話を聞かな

い子の為に時間と労

力 が 注が れ て授 業

がおろそかになるこ

と 

「ほんまや！」「すご

い！！」という驚いた

顔。 教えた事に興味をも

って、次々と質問し

てきてくれること。 

森の中のあらゆるも

のに感動すること。 

素直な気持ちを伝え

てくれることが 嬉 し

い。 率直な意見を伝えて

くれたこと。 

「 い つ も 聞 け な い

色々 な鳥の 声、 木

の葉の音、風の音」

が聞こえた。 
 はじめて大自然の中

で活動する子どもの

一言一言。 
（空気がおいしい、

花がきれい、鳥の声

が聞こえた） 
 

最後に聞く「楽しかっ

た～」「また来るわ」

との一言。 

天候条件により計画

を変更しなければな

らなかった時 



各種お知らせ１ ◆森づくり県民講座受講生募集

森林は、水源のかん養や地球温暖化防止など多面的な機能を持ち、私たちのかけ
がえのない財産です。これらの森林は、多くの方々の協働により守り育てていくことが
重要になっています。このため、滋賀県では「琵琶湖森林づくり条例」を施行し、県民の
方々の参画による「県民協働による森林づくり」を推進しています。

森林センターでは今回、森とふれあい森の楽しみを見つける体験を通じて、森づくり
活動のリーダーを養成をするため次の講座を開講します。

内 容

９月１３日

(日曜日) 

○講義・実習

林業機械（チェーンソー・刈払機）の安全な使い方

９月２７日

(日曜日) 

○講義・実習

野生キノコの採集と同定

１１月８日

(日曜日) 

○講義・実習

・里山の樹木の見分け方と利用方法

・簡易な炭焼

＜中級編＞ 森づくり活動を始められた方を対象に、樹木や林業機械の知識・技術を習得
していただくことを目的とします。 募集人数：３０人程度

「設問２：将来的にこんなことしたい提供したいことは、～」

 

小学４年生だと、口

頭だけで説明するよ

りも、絵本や図なども

使用することで集中

力も上がるし理解の

助けにもなること。 

低学年向けにも活用

できる。 

可能であれば、季節

を変えたり、学年ご

とに定期的に来ても

らう。 

自分自身が驚いたこ

とを題材にすると受

けがいい。 

年齢別興味の対象

別プログラム。 

食べるプログラム。

季節の自然をいただ

く。 

「匂い」は分かりやす

く、興味を引き出せ

る。 

森に対する愛着も沸

きやすくなる。 

言 葉 だ けの 説 明 よ

り、文字や絵を見せ

ることで伝わり方が

良くなる。 

より科学的な興味、 
好奇心を引き出すよ

うなプログラムの開

発。 

アンケート、統計解

析を利用して、子ど

もたちの意識、知識

の変化を検証。 

（やまのこ、うみのこ

の繋がりなど） 

学年を超えた学習 

事前事後のより一層

の充実。 

大規模校に対応した

プログラム作成。 

各学校に 児童数に

応じた面積の森を提

供。 
子どもたちが実際に

間伐した材を用いて

工作。 

工作したものを公共

施設で展示。 

炭の作成と炭を利用

した体験料理 

森林と湖を繋ぐ川で

の体験。 
（川の生きもの探しと

見つけた生きものを

指標としての水質調

べなど） やまのこ事業と木材

を普及する。 

四季の変化を感じ取

りやすい。 

観察・植樹・草刈・除

伐・間伐など、継続

的に体験できる環境

を整える。 
（１年生：森の観察、

２年生：観察と植樹、 
３年生：観察と草刈、

４年生：間伐と植樹、 
５年生:木材の利用、

６年生：一年のまと

めと今後作りたい森

作りの設計。植樹す

る 苗 を 校 庭 で 育 て

る） 

（日常使用できる本

棚やイスなど） 

（葉っぱのつきかた、

葉 っ ぱ の 事 典 づ く

り、生きもの観察マッ

プづくり…など） 

もっとじっくりまったり

一つのテーマを追求

するプログラム。 

伝え方、表現 

題材、ネタ 

時間的つながり 

空間的つながり 

プログラムを発展し

やすい。 

学校の 
継続的取り組み 

過程を重視した 
つながり 

深めるプログラム 

フォローアップ 

展開したい… 

つながり 

いろんな意味で自然

な暮らし。 木登りやロッククライ

ミングなど体全体を

使うこと。 

思いっきり自由気ま

まに森で遊べる時間 

社会教育リーダー育

成。 高・大 学 生（ 教

職希望者） 各種団体を対象とし

た（宿泊）活動。 

川の流れや地域の

生活で密着している

ことを感じてほしい。 

各学校の校庭の樹

木リストや校区で見

られる動植物の簡易

図鑑を作成して提供

したい。 

参加校全てが一泊

での参加 保護者とともに過ご

す、特に一泊 

人と自然とのつながり 
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各種お知らせ２

森林センター林業技術研修（第１回）

日時：平成２１年(200９年) ７月２４日（金）１４:００～１６:００

場所：森林センター大会議室

内容：「地球温暖化と森林・林業」
講師：（独）森林総合研究所温暖化対応推進室

室長 松本 充朗氏

平成２０年度試験研究成果発表会と森林センター林業技術研修（第２回）

日程：平成２１年(2009年)９月下旬予定

内 容

７月２６日

(日曜日) 

○講演：森林総合研究所関西支所

「里山に入る前に考えること」

○講義

森づくりに関する県の理念、補助制度

○実習

森林センター貸出機器について

＜上級編＞
森づくり活動をされている経験者を対象により高度な知識や技術を身につけ
ていただき、森づくりリーダとして相応しい人材を育成することを目的とします。
募集人数：３０人程度

※申込み・お問い合わせは、森林センター・和田まで。
講座開催５日前まで申し込みを受け付けています。各講座とも定員になり次第募集を
締め切ります。１日だけの受講も可能です。
受講者には事前に受講決定通知を送付します。
（入門編は終了しています。）

◆森林センター研修参加者募集


